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刊
行
に
あ
た
っ
て

一
橋
大
学
長
阿
部
謹
也

　
一
橋
大
学
は
本
年
創
立
一
二
〇
年
を
迎
え
る
。
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
商
法
講
習
所
と
し
て
森
有

礼
や
渋
沢
栄
一
そ
の
他
の
人
々
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
本
学
の
前
身
校
は
創
立
当
初
か
ら
わ
が
国
の
近
代

化
を
巡
る
大
波
の
渦
の
な
か
に
あ
っ
た
。
当
初
か
ら
商
業
実
践
の
実
学
を
強
調
し
、
国
民
経
済
の
発
展
を

目
的
と
し
つ
つ
も
、
一
般
の
個
人
の
確
立
な
く
し
て
は
一
国
の
近
代
化
は
な
り
が
た
い
と
い
う
基
本
理
念

の
下
に
社
会
諸
科
学
の
総
合
が
図
ら
れ
て
い
た
。
東
京
商
科
大
学
と
し
て
の
基
礎
が
固
め
ら
れ
た
時
期
に

も
実
学
と
同
時
に
高
度
な
学
術
の
探
求
が
行
わ
れ
、
折
し
も
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
台
頭
の
な
か
で
教
養

主
義
の
流
れ
を
主
流
と
し
て
社
会
科
学
の
探
求
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
過
を
現
時
点
で
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
本
学
は
わ
が
国
の
経
済
社
会
の
近
代
化
・
合
理
化

の
先
駆
と
し
て
実
践
と
学
の
両
面
に
わ
た
っ
て
有
為
な
人
材
を
育
て
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
現
時
点
で
も
達
成
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
こ
の
よ
う
な
高
い
目
的
を
掲
げ
た
本
学
は
創
立

当
初
か
ら
一
国
の
近
代
化
に
お
け
る
商
業
・
経
済
の
意
味
を
解
し
な
い
東
京
府
や
文
部
省
と
し
ば
し
ば
対

立
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
申
酉
事
件
そ
の
他
の
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
事
件
に
際
し
て
本
学
は
常
に
民
間
の
有
為
の
士
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
、
自
ら
の
教
育
活
動
に
よ

1



っ
て
活
路
を
切
り
開
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
本
学
の
精
神
を
体
現
す
る
言
葉
と
し
て
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
○
①
嘗
巴
⇒
O
h
甘
合
゜
・
［
目
と
い
う
言
葉

は
決
し
て
産
業
界
の
覇
権
を
握
る
も
の
と
い
う
意
昧
で
は
な
く
、
営
利
至
上
原
則
の
弊
害
を
理
解
し
、
人

間
愛
に
目
覚
め
た
新
し
い
形
の
経
営
者
像
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
欧
米
の
大
学
に
範
を
と
っ
た
わ

が
国
の
帝
国
大
学
が
戦
前
に
お
い
て
は
官
吏
の
養
成
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
本
学

は
産
業
界
に
有
為
な
人
材
を
送
り
出
す
と
同
時
に
わ
が
国
の
近
代
化
・
合
理
化
を
民
間
の
側
に
た
っ
て
実

現
す
べ
く
努
力
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
欧
米
で
は
か
つ
て
ガ
ウ
ン
と
タ
ウ
ン
の
対
立
と
い
う
構
図
が
あ
っ

た
。
本
学
は
常
に
タ
ウ
ン
の
側
に
た
っ
た
大
学
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
社
会
科
学
の
本
来
の
使
命
の
あ

る
べ
き
姿
と
し
て
銘
記
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
わ
が
国
の
近
代
化
と
合
理
化
を
社
会
科
学
の
総
合
の
な
か
で
実
現
し
よ
う
と
し
て
き
た
本
学
は
商
業
・

経
済
の
分
野
だ
け
で
な
く
、
社
会
科
学
の
す
べ
て
の
分
野
に
わ
た
っ
て
そ
の
目
的
を
追
求
し
て
き
た
。
す

で
に
戦
前
に
法
学
、
哲
学
、
文
学
な
ど
の
分
野
に
鐸
々
た
る
人
材
を
擁
し
、
教
養
と
し
て
の
学
の
追
求
を

行
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
戦
後
に
商
業
、
経
済
、
法
学
、
社
会
学
の
四
学
部
と
大
学
院
の
四

研
究
科
と
し
て
結
実
し
、
現
在
な
お
大
学
院
に
言
語
社
会
研
究
科
と
神
田
の
一
橋
講
堂
跡
地
に
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
研
究
科
の
い
ず
れ
も
学
部
を
も
た
な
い
独
立
研
究
科
を
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
後
者
は
特
に
社

会
人
の
再
教
育
の
場
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
。
将
来
は
社
会
科
学
に
と
っ
て
不
可
欠
な
自
然
科
学
を
専

攻
す
る
研
究
科
の
設
置
も
視
野
の
う
ち
に
あ
る
。

1
1

　
す
で
に
ギ
リ
シ
ャ
時
代
に
商
業
は
自
由
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
商
業
は
世
界
史
的
に
み
て
も
常
に

革
命
的
な
力
で
あ
っ
た
。
商
業
・
経
済
を
中
心
と
し
て
発
展
し
て
き
た
本
学
は
新
し
い
研
究
科
の
創
設
に

よ
っ
て
人
文
社
会
科
学
研
究
の
府
と
し
て
新
し
い
局
面
に
は
い
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
戦
前
に
す
で

に
胚
胎
さ
れ
て
い
た
本
学
の
人
文
諸
科
学
は
四
学
部
体
制
の
下
で
確
立
し
、
今
や
完
成
の
と
き
を
迎
え
て

い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
ど
の
よ
う
な
新
し
い
時
代
を
迎
え
よ
う
と
も
本
学
の
基
礎
は
わ
が
国
の
近
代
化

の
過
程
の
な
か
で
培
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
常
に
創
立
当
初
の
精
神
に
戻
っ
て
考
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ

る
。
創
立
一
二
〇
年
を
記
念
し
て
一
橋
大
学
学
園
史
刊
行
委
員
会
は
『
一
橋
大
学
百
二
十
年
史
』
の
編
纂

を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
本
書
は
同
委
員
会
の
委
員
の
献
身
的
な
ご
努
力
に
よ
っ
て
完
成
し
た
も
の

で
あ
る
。
委
員
会
の
諸
氏
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
や
が
て
英
語
版
も
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

本
書
が
本
学
の
関
係
者
の
み
な
ら
ず
広
く
本
学
の
在
り
方
に
関
心
を
も
つ
方
々
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
希
望

し
て
い
る
。一

九
九
五
年
七
月

m
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編
集
後
記

認

　
一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
九
月
、
一
橋
大
学
は
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
故

小
泉
明
学
長
の
提
唱
に
よ
っ
て
、
二
橋
大
学
学
園
史
編
集
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
同
委
員
会
は
、
学

問
史
・
学
制
史
・
座
談
会
の
三
つ
を
柱
と
す
る
編
集
方
針
を
立
て
、
そ
の
作
業
を
開
始
し
た
。
そ
の
う
ち

「
学
問
史
」
と
「
名
誉
教
授
を
囲
む
座
談
会
」
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
に
す
べ
て
の

作
業
が
終
わ
り
、
二
つ
を
合
わ
せ
た
一
冊
の
本
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
学
制
史
の
編

集
に
つ
い
て
は
何
よ
り
も
資
料
の
収
集
が
先
決
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
す
で
に
故
高
橋
泰
蔵
学
長
時
代

の
一
九
六
二
年
に
「
一
橋
学
園
史
資
料
整
備
委
員
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
一
橋
学
園
史
資
料
調
査
室
が
設

置
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
仕
事
を
担
当
し
た
の
は
、
本
学
附
属
図
書
館
に
四
十
数
年
も
勤
務
し
て
い
た
故
川

崎
操
氏
で
あ
る
。
一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
、
同
氏
の
手
に
よ
っ
て
『
一
橋
大
学
年
譜
　
1
』
（
明
治
八

年
八
月
－
昭
和
二
一
年
三
月
）
が
完
成
し
、
よ
う
や
く
学
制
史
編
集
の
基
礎
が
据
え
ら
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
一
橋
大
学
学
園
史
編
集
委
員
会
は
本
学
の
内
外
に
存
在
す
る
資
料
の
渉
猟
・
選
択
の

仕
事
を
五
年
以
上
に
わ
た
っ
て
行
い
、
一
九
八
〇
年
四
月
か
ら
『
一
橋
大
学
学
制
史
資
料
集
』
の
編
纂
作

業
に
着
手
し
た
。
資
料
集
の
刊
行
は
比
較
的
順
調
に
す
す
み
、
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
三
月
に
第
一

集
を
刊
行
し
て
以
来
、
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
三
月
ま
で
に
補
遺
を
含
め
て
合
計
一
五
冊
の
資
料
集
を

出
版
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
て
通
史
の
執
筆
・
刊
行
だ
け
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
・
通
史
の
刊
行
は
籠
を
き
わ
め
た
．
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
学
園
史
刊
行
委
。
貝
会
二

九
八
三
年
学
園
史
編
集
委
員
会
を
改
称
）
の
な
か
に
、
新
た
に
通
史
部
会
が
付
置
さ
れ
た
も
の
の
、
繁

忙
を
き
わ
め
る
本
学
教
官
の
な
か
か
ら
執
筆
担
当
者
を
選
手
る
こ
と
は
で
き
ず
八
年
近
い
歳
月
が
過

ぎ
去
っ
た
。

芳
本
学
の
。
B
組
織
・
架
会
は
、
元
八
＝
昭
和
五
六
）
年
大
学
側
の
学
園
史
編
集
委
、
貝
会

に
相
呼
応
す
る
学
園
史
禦
事
萎
員
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
、
本
学
薫
生
の
立
場
か
ら
み
た
学
園
嘆

゜
資
料
集
の
摯
編
集
作
業
を
開
始
し
た
．
そ
の
結
果
架
会
側
は
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
ま
で

に
・
三
誓
城
事
件
』
『
申
酉
事
件
史
二
墓
の
近
代
化
三
橋
・
な
ど
計
二
二
冊
の
著
作
を
完
成
さ
せ

た
・
こ
れ
が
今
回
の
通
史
の
墾
に
向
け
て
拍
車
と
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
．
し
か
も
、
三
年
後
に
本

学
は
創
立
一
二
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

一
九
九
四
年
三
月
一
奨
学
学
園
史
刊
行
奢
貝
会
竺
年
ぶ
り
に
会
議
を
開
き
、
、
」
の
機
会
を
は
ず

し
て
は
・
通
史
の
刊
行
は
不
可
能
と
判
断
し
、
．
一
奨
学
百
二
＋
年
史
・
を
手
半
以
内
に
刊
行
す
る
、
」

と
を
決
定
し
た
・
委
員
長
が
全
体
の
編
別
竃
案
を
作
成
し
、
三
名
の
墾
委
、
貝
を
確
定
し
て
、
以
後

一
年
間
に
わ
た
る
研
究
会
を
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。

委
員
会
は
本
学
の
創
立
以
来
の
歴
史
を
大
き
券
け
て
次
の
三
つ
の
時
期
に
区
分
し
た
．

　
第
一
期
　
商
法
講
習
所
の
設
立
か
ら
大
学
昇
格
ま
で
（
一
八
七
五
～
一
九
二
〇
年
）

　
第
二
期
　
東
京
商
科
大
学
の
成
立
か
ら
新
制
大
学
の
成
立
ま
で
（
一
九
二
〇
～
一
九
四
九
年
）

乃



　
第
三
期
　
新
制
大
学
の
成
立
か
ら
現
在
ま
で
（
一
九
四
九
～
一
九
九
五
年
）

　
こ
の
時
期
区
分
は
学
制
上
の
変
化
を
基
準
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
は
同
時
に
揺
藍
期
の
本

学
が
、
実
務
家
（
ク
ラ
ー
ク
）
養
成
の
商
業
教
育
機
関
か
ら
、
わ
が
国
最
高
の
高
等
商
業
教
育
機
関
へ
と

脱
皮
し
て
い
っ
た
歴
史
を
体
現
し
て
お
り
、
ま
た
第
一
次
世
界
大
戦
と
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
に
「
一
橋

大
学
の
黄
金
時
代
」
を
築
き
上
げ
て
、
一
九
二
〇
年
に
念
願
の
大
学
昇
格
を
果
た
し
て
い
く
”
苦
闘
の
歴

史
”
そ
の
も
の
を
示
し
て
い
る
。
つ
い
で
太
平
洋
戦
争
下
の
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
九
月
、
東
京
商

科
大
学
は
東
京
産
業
大
学
へ
の
校
名
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
（
敗
戦
後
の
一
九
四
七
年
三
月
に
東
京

商
大
へ
校
名
復
帰
）
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
五
月
三
一
日
、
本
学
は
国
立
学
校
設
置
法
の
公
布
と
と

も
に
新
制
一
橋
大
学
と
し
て
再
発
足
し
た
。

　
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
の
「
申
酉
事
件
」
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
の
「
籠
城
事
件
」
な
ど
に
示

さ
れ
る
よ
う
に
、
本
学
は
何
度
か
廃
校
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
日
本
で
も
有
数
の
社
会
科
学
の
総

合
大
学
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
す
る
が
、
い
ま
そ
の
歴
史
を
改
め
て
振
り
返
る
と
き
、
そ
の
成
長
の
足
跡

は
わ
が
国
商
業
教
育
史
上
（
あ
る
い
は
大
学
史
上
）
の
「
一
つ
の
奇
跡
」
と
さ
え
い
う
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
に
一
橋
大
学
も
大
学
の
大
衆
化
の
波
に
洗
わ
れ
、
「
社
会
科
学
の
総
合

大
学
」
と
し
て
の
内
実
は
し
だ
い
に
形
骸
化
し
つ
つ
あ
る
。
あ
る
い
は
、
一
橋
大
学
は
先
輩
た
ち
の
築
き

上
げ
た
遺
産
を
食
い
潰
し
て
い
る
だ
け
だ
と
い
う
、
厳
し
い
批
判
の
声
も
あ
る
。
二
一
世
紀
へ
向
け
て
、

本
学
が
改
革
へ
の
努
力
を
少
し
で
も
怠
る
と
き
、
一
橋
大
学
は
過
去
の
栄
光
に
し
が
み
つ
く
だ
け
の
「
普

8
0
2

通
の
大
学
L
に
転
落
す
る
危
険
さ
え
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
阿
部
謹
也
学
長
時
代
に
本
格
的
軌
道
に
乗
っ

　
　
　
　
と
も
し
び

た
改
革
の
灯
火
を
消
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
本
書
が
終
章
を
「
改
革
の
時
代
」
と
し
た
意
図
も
そ
こ
に

あ
る
し
、
ま
た
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
「
○
①
買
巴
口
o
｛
甘
合
ω
詳
ぺ
を
こ
え
て
」
に
も
、
そ
の
よ
う
な
気
持
ち

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
今
や
明
治
以
来
の
本
学
の
指
導
理
念
を
超
え
て
、
自
己
革
新
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
各
章
の
執
筆
分
担
は
、
巻
末
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
大
学
史
と
い
う
と
、
ふ
つ
う
千
数
百
頁
に
及
ぶ
大
冊
を
想
定
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
学
園
史
刊
行
委
員

会
は
、
誰
に
で
も
親
し
く
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
三
〇
〇
頁
前
後
の
ハ
ン
デ
ィ
な
書
物
と
す
る
こ
と

に
し
た
。
写
真
を
随
所
に
配
置
し
た
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
学
園
史
刊
行
委
員
会
の
当
初
の
計
画
で

は
、
日
本
語
版
と
英
語
版
の
一
二
〇
年
史
を
刊
行
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
引
用
資
料
等
を
そ
の
ま
ま
英

語
に
翻
訳
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
判
断
し
、
ま
ず
日
本
語
版
を
刊
行
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
な
お
、
本
書
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
凸
版
印
刷
株
式
会
社
の
格
段
の
ご
協
力
を
得
た
。

　
本
書
が
一
橋
大
学
の
教
職
員
、
院
生
・
学
生
の
み
な
ら
ず
卒
業
生
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
め
る
よ

す
が
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
長
い
道
の
り
で
あ
っ
た
が
、
ど
う
に
か
一
橋
大
学
一
二
〇
年
を
記
念

す
る
日
に
、
本
書
『
一
橋
大
学
百
二
十
年
史
』
を
刊
行
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。

　
一
九
九
五
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
橋
大
学
学
園
史
刊
行
委
員
会
委
員
長
　
中
村
　
政
則

捌



執
筆
分
担

細
谷
　
新
治

中
村
　
政
則

米
倉
誠
一
郎

井
上
　
義
夫

山
内
　
　
進

西
沢
　
　
保

尾
高
煙
之
助

松
田
　
芳
郎

浜
谷
　
正
晴

西
成
田
　
豊

依
光
　
正
哲

上
野
　
卓
郎

矢
澤
修
次
郎

元
一
橋
大
学
教
授

経
済
学
部
教
授

商
学
部
教
授

法
学
部
教
授

法
学
部
教
授

経
済
研
究
所
教
授

経
済
研
究
所
教
授

経
済
研
究
所
教
授

社
会
学
部
教
授

経
済
学
部
教
授

社
会
学
部
教
授

法
学
部
教
授

社
会
学
部
教
授

（
第
一
編
第
一
章
）

（
牌ﾊ
一
編
第
一
一
土
早
・
第
一
二
立
早
）

（
第
一
編
第
四
章
）

（
第
一
一
編
第
一
立
早
第
一
牌
即
）

（
第
二
編
第
一
章
第
二
節
～
第
五
節
）

（
第
二
編
第
二
章
）

（
第
一
一
編
第
一
二
立
早
）

（
　
　
〃
　
　
）

（
第
二
編
第
四
章
）

（
第
三
編
第
一
章
）

（
第
三
編
第
二
章
）

（
第
三
編
第
三
章
）

（
第
三
編
第
四
章
）

紹2

一
橋
大
学
百
二
十
年
史

1
0
四
宮
巴
⇒
昆
甘
合
ω
詳
ぺ
を
こ
え
て
ー

編
　
集

発
　
行

印
　
刷

一
橋
大
学
学
園
史
刊
行
委
員
会

一
橋
大
学

東
京
都
国
立
市
中
二
ー
一

凸
版
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
台
東
区
台
東
一
ー
五
ー
一

一
九
九
五
年
九
月
三
〇
日
　
発
行非

売
品
◎
一
九
九
五
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